
【スタンダード計画報告様式２】

年間指導計画（予定表）　【様式1】
教科：（理科 ）科目：（生物基礎） 　対象：（第１学年A 組～F組）　　

教科担当者：（A組：㊞ ）（B組：㊞）（C組：㊞ ）（D組：㊞ ）（E組：㊞ ）（Ｆ組：㊞ ）

４
月

生物基礎で学習する内容の概要を把握さ
せるとともに，探究活動とは何かについ
て理解させる。また，生物の学習におい
て欠くことのできない顕微鏡の使い方を
しっかり習得させる。

生物基礎を学ぶにあたって
探究活動の進め方

指導内容
【年間授業計画】

科目○○の具体的な指導目標
（自校のスタンダード）
【年間授業計画】

使用教材・教具

第1章　生物の特徴
1．生物の多様性と共通性

生物の多様性と共通性の由来，生
物の共通性-生物の基本的な特徴-

，生物の共通構造-細胞-

・全ての生物は、共通の祖先から進化し、そ
の結果、多様性と共通性をもつことを理解す
る。      ・原核生物と真核生物の存在とその
違いを理解する。
・生物基礎の学習上必要なので、最低限の
細胞小器官として、ミトコンドリア、葉緑体、リ
ボソームの働きが理解できる。
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指導内容
【年間授業計画】

科目○○の具体的な指導目標
（自校のスタンダード）
【年間授業計画】

使用教材・教具

５
月

2．エネルギーと代謝
生命活動とエネルギー，代謝と酵

素

・ATPとADPの関係を理解し、ATPが生物共通のエネ
ルギー物質であることが理解できる。
・代謝において、触媒として酵素が関係していること
を説明できる。

第1章　生物の特徴
1．生物の多様性と共通性

生物の多様性と共通性の由来，生
物の共通性-生物の基本的な特徴-

，生物の共通構造-細胞-

・全ての生物は、共通の祖先から進化し、そ
の結果、多様性と共通性をもつことを理解す
る。      ・原核生物と真核生物の存在とその
違いを理解する。
・生物基礎の学習上必要なので、最低限の
細胞小器官として、ミトコンドリア、葉緑体、リ
ボソームの働きが理解できる。
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指導内容
【年間授業計画】

科目○○の具体的な指導目標
（自校のスタンダード）
【年間授業計画】

使用教材・教具

第2章　遺伝子とそのはたらき
1．遺伝情報とDNA
遺伝情報を担う物質-DNA，DNAの構
造

2．遺伝情報の発現
遺伝情報とタンパク質，RNAのはた
らき，タンパク質の合成

・ゲノムとは何かを知る。
・分裂を繰り返す体細胞では、体細胞分裂の
間期と分裂期が交互に繰り返され、間期にＤ
ＮＡの複製が行われることを知る。
・染色体の構造について理解する。
・細胞分裂時に染色体が分離することで、Ｄ
ＮＡが均等に娘細胞に分配されることを知
る。                                 ・細胞のもつ遺
伝子は同一だが、細胞によって働いている遺
伝子が異なることを知る。

・ＤＮＡが全ての生物がもつ遺伝子の本
体であることを知る。
・ＤＮＡは二重らせん構造であることを
知る。

・転写と翻訳の過程を理解している。

６
月

3．遺伝情報の分配
染色体とDNAの遺伝情報，細胞分裂
と遺伝情報の分配，分化した細胞
の遺伝情報，DNAの遺伝情報と遺伝
子，ゲノム
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指導内容
【年間授業計画】

科目○○の具体的な指導目標
（自校のスタンダード）
【年間授業計画】

使用教材・教具

７
月

・ゲノムとは何かを知る。
・分裂を繰り返す体細胞では、体細胞分裂の
間期と分裂期が交互に繰り返され、間期にＤ
ＮＡの複製が行われることを知る。
・染色体の構造について理解する。
・細胞分裂時に染色体が分離することで、Ｄ
ＮＡが均等に娘細胞に分配されることを知
る。                                 ・細胞のもつ遺
伝子は同一だが、細胞によって働いている遺
伝子が異なることを知る。

3．遺伝情報の分配
染色体とDNAの遺伝情報，細胞分裂
と遺伝情報の分配，分化した細胞
の遺伝情報，DNAの遺伝情報と遺伝
子，ゲノム
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指導内容
【年間授業計画】

科目○○の具体的な指導目標
（自校のスタンダード）
【年間授業計画】

使用教材・教具

８
月
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指導内容
【年間授業計画】

科目○○の具体的な指導目標
（自校のスタンダード）
【年間授業計画】

使用教材・教具

９
月

第3章　生物の体内環境
1．体液という体内環境
体内環境と恒常性，体液とその循
環，血液の凝固と線溶，体液の組
成と生命活動

2．腎臓と肝臓
腎臓と肝臓の役割，腎臓のはたら
き，肝臓のはたらき，腎臓と肝臓
の分業と協働

・肝臓・腎臓の構造と機能について理解す
る。

・血液・リンパ液・組織液は常に移動・
循環し、互いに関係していることを理解
する。
・体内環境が一定の状態に保たれること
によりホメオスタシスが維持されること
を理解する。
・血液の生成場所、各血球と血しょうの
働きについて理解する。
・血液の体循環・肺循環について理解す
る。  ・血液凝固反応の仕組みについて
理解する。
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指導内容
【年間授業計画】

科目○○の具体的な指導目標
（自校のスタンダード）
【年間授業計画】

使用教材・教具

月

3．神経とホルモンによる調節
神経による調節-自律神経系，ホル
モンによる調節-内分泌系，自律神
経とホルモンによる調節

・交感神経・副交感神経の特徴について理解
する。

・ホルモンの特徴について理解する。代表的
なホルモンの名称、内分泌腺、働きについて

理解する。
・自律神経系と内分泌系（ホルモン）がともに
働くことによって、血糖濃度が調節されている

ことを理解する。

2．腎臓と肝臓
腎臓と肝臓の役割，腎臓のはたら
き，肝臓のはたらき，腎臓と肝臓
の分業と協働

・肝臓・腎臓の構造と機能について理解す
る。

10 



【スタンダード計画報告様式２】

指導内容
【年間授業計画】

科目○○の具体的な指導目標
（自校のスタンダード）
【年間授業計画】

使用教材・教具

4．免疫
免疫とは，物理的・化学的防御，
自然免疫，獲得免疫，免疫と病気

・マクロファージやリンパ球などの免疫に関
わる細胞とその働きについて理解する。

・体液性免疫と細胞性免疫について理解す
る。

・予防接種や血清療法の仕組みについて理
解する。

・アレルギーやエイズ発症と関わる免疫系の
細胞を挙げることができる。

3．神経とホルモンによる調節
神経による調節-自律神経系，ホル
モンによる調節-内分泌系，自律神
経とホルモンによる調節

・交感神経・副交感神経の特徴について理解
する。

・ホルモンの特徴について理解する。代表的
なホルモンの名称、内分泌腺、働きについて

理解する。
・自律神経系と内分泌系（ホルモン）がともに
働くことによって、血糖濃度が調節されている

ことを理解する。

月
11 
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指導内容
【年間授業計画】

科目○○の具体的な指導目標
（自校のスタンダード）
【年間授業計画】

使用教材・教具

4．免疫
免疫とは，物理的・化学的防御，
自然免疫，獲得免疫，免疫と病気

・マクロファージやリンパ球などの免疫に関
わる細胞とその働きについて理解する。

・体液性免疫と細胞性免疫について理解す
る。

・予防接種や血清療法の仕組みについて理
解する。

・アレルギーやエイズ発症と関わる免疫系の
細胞を挙げることができる。

１
２
月

第4章　植生の多様性と分布
1．さまざまな植生
植生とその成り立ち，さまざまな
植生-森林・草原・荒原-

・陸上には気候に応じて様々な植生が存在し
ていることを知り、その植生が不変でないこと
を知る。
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指導内容
【年間授業計画】

科目○○の具体的な指導目標
（自校のスタンダード）
【年間授業計画】

使用教材・教具

１
月

第4章　植生の多様性と分布
1．さまざまな植生
植生とその成り立ち，さまざまな
植生-森林・草原・荒原-

・陸上には気候に応じて様々な植生が存在し
ていることを知り、その植生が不変でないこと
を知る。

2．植生の遷移
植生の遷移，遷移の過程，遷移の
しくみ

・火山噴火後の裸地から草原を経て森林に
至る遷移のモデル的過程を知る。

・植生の変化に伴い、環境も変化していくこと
を知る。

3．気候とバイオーム
気候とバイオーム，世界のバイ
オームとその分布，日本のバイ
オームとその分布

・バイオームの意味を知る。
・植物を基盤とした世界の代表的なバイオー
ムの名前をあげることができる。

12 
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指導内容
【年間授業計画】

科目○○の具体的な指導目標
（自校のスタンダード）
【年間授業計画】

使用教材・教具

２
月

2．物質循環とエネルギーの流れ
炭素の循環とエネルギーの流れ，
窒素の循環

3．気候とバイオーム
気候とバイオーム，世界のバイ
オームとその分布，日本のバイ
オームとその分布

・バイオームの意味を知る。
・植物を基盤とした世界の代表的なバイオー
ムの名前をあげることができる。

1．生態系
生態系の成り立ち，さまざまな生
態系，生態ピラミッド

・生態系では、光合成・呼吸・食物連鎖・有機
物の分解作用などの生命活動によって炭素
や窒素が循環し、再利用されていることを理
解する。
・生態系で生物が利用するエネルギーの大
部分は、太陽の光エネルギーに由来すること
を理解する。
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指導内容
【年間授業計画】

科目○○の具体的な指導目標
（自校のスタンダード）
【年間授業計画】

使用教材・教具

３
月

4．人間活動と生態系の保全
外来生物の移入，森林の過度の伐
採，生物濃縮，生態系の保全

3．生態系のバランス
生態系のバランス

・人間の活動が環境の変化をもたらし、生態
系に大きな影響を与えていることを理解す
る。


